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日本産中。古生代の化石軟骨魚類についての一総括＊

後藤仁敏奪＊・久家直之*難＊

氏，同志社香理高校の山田耕治氏，京都教育大

学地学教室の武蔵野実氏，北海道開拓記念館の

赤松守雄氏，および軟骨魚類化石談話会の方灸

には，資料を提供していただいたり，御教示や

討論をしていただいた。ここに記して，深謝の

意を表する。

1°はじめに

筆者の一人後藤（1972）は，当時までの資料

を調査。整理して日本産化石軟骨魚類を総括し，

そのうち中。古生界産が6属10種であると報告

した。しかし，その後， 日本産化石軟骨魚類に

関する資料は急激に増加し，新生代のものは言

うにおよばず，中・古生代のものも，上野

（1972)，後藤（1975)，上野ほか（1975,

1981)，中生代サメ化石研究グループ（1977)，

西本｡両角（1979)，荒木（1980）など，多数報

告されるに至った。

本論文は，久家(1977MS)の中間的総括を

ふまえて， この10年間の資料を整理し， 日本産

中．古生代化石軟骨魚類について現時点で再総

括を試みたものである。もちろん，今後さらに

資料は増加することが予想されるが，後藤

（1972）以後の10年間の資料をまとめることは，

今後の研究を発展させるためにも重要なことで

あると考える次第である。

なお，本論文を作成するにあたり，国立科学

博物館地学研究部の上野輝彌氏，岐阜県立土岐

高校の西本博行氏，東海化石研究会の蜂矢喜一

郎。水野吉昭の両氏，東部家畜保健衛生所の渡

辺三昌・中島信明の両氏，徳島県の橋本寿夫氏，

夕張第1中学校の小林信男氏，東京大学地質学

教室の大路樹生氏，地質調査所地質部の酒井彰

2．分類

日本産中・古生代の化石軟骨魚類を分類する

と, Tabl lにしめすように, 2亜綱7目13科

23属43種（亜種も含む）となった。そのうちわ

けは，板鰕亜綱が3上目5目11科19属38種，全

頭亜綱が2目2科4属5種である。

ただし，ヘリプリオン類については板鯉類に

分類する説(後藤， 1981)もあるが， ここでは全

頭類とした。また，板總類の分類については諸

説があるが， ここでは主として後藤（1981）と

Compagno(1973)にしたがった。また, Sp. と

したものでも，形態や時代に大きな差異がみら

れる場合は別種とした。なお， ここには口頭発

表のみの資料，未公表の資料も含められている。

3．産地と産状

日本産中・古生代の化石軟骨魚類の各種につ

いて，その産地・地層。年代･文献などをあげ

ると，つぎのようになった。なお，化石の部位

は皮歯，吻歯，椎骨としたもの以外は，すべて

顎歯である。Masatoshi GotoandNaoyukiKuga（1982） ？A

reviewon the fossil chondrichthyes of the

MesozoicandPaleozoicofJapan.FossilClub

Bulletin, 14 :47-53.

＊板鰐類の分類および生態・生理に関するシンポ

ジウム(1982年3月）および日本地質学会第89

年会（1982年5月）で講演．

＊＊鶴見大学歯学部解剖学教室

＊*窯京都大学理学部地質学鉱物学教室

1.He"c""072 6esso"o"

群馬県勢多郡東村花輪，八木原石灰岩（鍋

山層相当層)，ペルム紀中期(Artmskian) (佐

川, 1900;Yabe, 1903)。

2.H2""p"07z sp.

宮城県気仙沼市上八瀬黒沢上流，叶倉統上
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部， ペルム紀中期（荒木， 1980；後藤，

1980)。

3.H@""〃ゆ0成心sp. (n. sp.)

宮城県登米郡登米町日根牛北沢，登米統，

ペルム紀後期(Uyenogオαﾉ. , 1979口発)。

4．鹿〃ん"s sp.

栃木県安蘇郡葛生町，鍋山層，ペルム紀中

紀（後藤， 1981口発)。

5 . 'fIV@"9"jbdzMs'' sp. (n. gen.&n. sp. )

岐阜県大垣市赤坂町金生山，赤坂石灰岩，

ペルム紀前～中期(Murata・Uyeno, 1979口

発)。

6 . 1惣加伽熔sp. 1

京都府天田郡夜久野町，夜久野層群わるい

し層， トリアス紀中期(Anisian) (久家ほか，

1982口発)。

7. 1刃加""s sp. 2

岐阜県大野郡荘川村御手洗，手取層群御手

洗層，ジュラ紀後紀(CallovianorOxfordian)

（北浦ほか， 1974)。

8． ？砂抑g"o"s sp.

群馬県多野郡中里村神ケ原,石堂層群,白亜

紀前期(Hauterivian後期～Barremian)[Yabe

･Obata(1930)によるHy加""s 6""@zfs]

(Patterson, 1966)。

9.Ac"成熔Sp.

京都府天田郡夜久町日置，難波江層群日置

層， トリアス紀後期(Carnian) (蜂矢・水野，

1981口発)。

10.As/""Ez"伽鱈sp. 1

福島県相馬市富沢，相馬層群中ノ沢層中部，

ジュラ紀後紀(Kimmeridgian) [Yabe(1902)

によるS""hod"s sp. ] (中生代サメ化石研

究グループ， 1977)。

11.As""""幼ZfS Sp、 2

宮城県本吉郡歌津町韮ノ浜，志津川層群韮

ノ浜層，ジュラ紀前期(Hettangian) (蜂矢。

水野， 1980口発)。

12.""iSiりdb"sp.

北海道勇払郡穂別町サヌシベ, "Rzf"y"αお”

層， 白亜紀後期(Senonian) (Yabe, 1902)。

13.Hybodontidaegen.et sp・ indet. (皮歯）

栃木県安蘇郡葛生町，鍋山層（ペルム紀中

期）およびアド山層（トリアス紀, Ladinian

~Carnian中期) (後藤, 1975;ReifoGoto,

1979)。
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北海道浦河郡浦河町元浦川上流， 日高層群

ナイ沢層， トリアス紀後期(Carnian前期)(未

発表)。

大阪府高槻市出灰，田能層中に挾みこまれ

た石灰岩， トリアス紀中・後期(Anisian,

Carnian)(未発表)。

14.H"z"c"2@s"zic"ぬれ

北海道中川郡中川町佐久，白亜紀後期（上

野， 1972)。

愛媛県松山市道後姫塚，和泉層群，白亜紀

後期(Campanian) (Uyenoej",1981)｡

15. ？H”z"c""s """0""

北海道勇払郡穂別町上部エゾ層群,‐白亜紀

後期(Santonian)(鈴木ほか, 1982口発）

北海道中川郡中川町佐久大曲，上部エゾ層

群，白亜紀後期(Campanian前期)(中生代サ

メ化石研究グループ， 1977)。

宮古市日ノ出島，宮古層群平井賀累層白

亜紀前期(Aptian後期) (同, 1977)。

愛媛県松山市道後姫塚，和泉層群， 白亜紀

後期(Campanian)[Katto(1977)による

HZxIz"c"zIs e""g"sisn. sp. ] (同, 1977)。

16.HZxIz"c"zfs cf.瓦〃zimり""

愛媛県松山市道後姫塚，和泉層群， 白亜紀

後期(Campanian) (上野ほか, 1975)。

17.HExMz"c"ssp.aff.H: "允γりゆ〃

大阪府泉佐野市滝ノ池，和泉層群畦ノ谷層，

白亜紀後期(Campanian後期～Maastrichtian)

（西本。両角， 1979)。

18."b"ぬれ0”"＊ ？p“""α〃s

北海道苫前郡羽幌町字上羽幌，上部エゾ層

群， 白亜紀後期(Santonian)(未発表)。

19． zVb"”〃odb"＊ ？〃ozj

北海道留萌郡小平町達布（未発表)。

20．Nb"血"odb7z* sp.

北海道留萌郡小平町達布，中部エゾ層群，

白亜紀後期(Turonian)(中生代サメ化石研究

グループ， 1977)。

21.分燕”〃o河‘ssp． （吻歯）

大阪市貝塚市蕎原，和泉層群畦ノ谷層， 白

亜期後期(Campanian後期～Maastrichtian)

（西本。両角， 1979)。

22．助ﾉ"odz@s〃"Ssi"z@fs

北海道沙流郡日高町，白亜紀後期（上野，
1972)。

北海道沙流郡日高町，中部エゾ層群， 白亜
紀後期(Turonian) (小畠ほか, 1973)｡

北海道浦河郡浦河町井寒台，上部エゾ層群，

白亜紀後期(Senonian)(Tan, 1950)

北海道留萌郡小平町達布，中部エゾ層群，

白亜紀後期(Turonian) (中生代サメ化石研究

グループ， 1977)。

23.Hyc"o伽崎”"7""z"ん"S

北海道留萌郡達布，上部エゾ層群，白亜後

期(Conisian) (同, 1977)｡

24.Hyc"o6ﾉ"s”49りs"s

旧日本領樺太ナイブチ川支流サンタン川，

,Rz7"""f"Sc"s''層， 白亜紀後期(Yabe｡

Obata, 1930)

25Hyc〃odzfs sp. (歯と椎骨）

北海道夕張市下夕張オロケシマップ沢，中

部エゾ層郡(中川層)，白亜紀後期(Senomani.

an～Turonian)(未発表)。

26."2ｵ9"'"chodzzs s""沈α邦”

徳島県勝浦郡上勝町柳谷，土佐層郡立川礫

岩，白亜紀前期(BerriasianorValanginian)

(Yabe･Obata, 1930)。

27． 0’伽α“ぬ鱈勿"gitたれs

北海道留萌郡小平町達布，中部・上部エゾ

層群，白亜紀後期(Turonian,Comacian)(中

生代サメ化石研究グループ， 1977)。

北海道苫前郡羽幌町上羽幌，上部エゾ層群，

白亜紀後期(Santonian) (同, 1977)。

北海道夕張市大夕張，上部エゾ層群， 白亜

紀後期(Santonian) (同, 1977)。

北海道枝幸郡中頓別町敏音知岳北沢，上部

エゾ層群， 白亜紀後期(Santonian) (同，

1977)。

北海道三笠市幾春別ダム下，中部エゾ層群，

白亜紀後期(Cenomanian)(同, 1977)。

愛媛県松山市道後姫塚，和泉層群， 白亜紀

後期(Campanian)(Uyeno gtaJ. , 1981)。

280?蛾α“成心sp.

北海道留萌郡小平町達布，上部エゾ層群，

白亜紀後期(Coniacian)(中生代サメ化石研究

グループ, 1977)。

29. 0伽"〃"jS cf. CO"ゆ敗れα畝

北海道勇払郡穂別町, ,Rzchy(jisc";属白亜諺率Nb"”"0””はCappetta(1975)による属名。
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紀後期）（未発表)。

38. ？C”“w〃"a ？"α"た！〃

香川県大川郡長尾町兼割，和泉層郡， 白亜

紀後期（未発表)。

39. C池われ"""j)2"""〃趣α"e"dic"〃畝

北海道三笠市幾春別桂沢ダム，上部エゾ層

群，白亜紀後期(Turonian後期)(中生代サメ

化石研究グループ， 1977)。

北海道留萌郡小平町達布，中部エゾ層群，

白亜紀後期(Turonian) (同, 1977)。

北海道勇払郡穂別町サヌシベ， ‘fｾzchj""S-

CZJS"層，白亜紀後期(Senonian)[Yabe(1902)

によるL"""αzZ"e""""〃](同, 1977)。

高知県香美郡物部村楮佐古，楮佐古層？，

白亜紀後期〔上野ほか（1975）によるL"""α

cf． α")g"〃c""雌] (同, 1977)。

愛媛県松山市道後姫塚，和泉層群，白亜紀

後期(Campanian後期) (Uyeno ej aﾉ ，

1981)。

40. ？C形加〃?""α fZ"e""c"吻勿ルz畝

北海道留萌郡小平町達布，上部エゾ層群，

白亜紀後期(Santonian)(中生代サメ化石研究

グループ， 1977)。

41.P"cα加ﾉα"z"α〃”c'り戒jZIz

岩手県下閉伊郡田野畑村ハイペおよび平井

賀,宮古層群平井賀累層，白亜紀前期(Aptian

後期）（同， 1977)。

同羅賀，宮古層群明戸累層， 白亜紀前期
(Albian前期) (同, 1977)。

42.P""わ〃"z"αSp.

大阪府貝塚市蕎原，和泉層郡畦ノ谷層白

亜紀後期(Campanian後期～Maastrichtian)

（西本。両角， 1979)。

43． ？Rzm""伽〃血〃”増"s"tig"s

福島県いわき市玉山，双葉層群玉山累層，

白亜紀後期[Yabe｡Obata(1930)によるk""Ms
"gWS"此"s] (中生代サメ化石研究グループ，

1977)。

44．釦"α""7ZZAf sp.

愛媛県松山市道後姫塚，和泉層群，白亜紀

後期(Campanian後期)(Uyeno"",

1981・

北海道夕張市鹿島滝ノ沢,中部エゾ層群(中

川層)， 白亜紀後期(Cenomanian～Turonian)
（未発表)。

紀後期(Senonian) (Yabe, 1902)。

30．“0"jtzSpis sp.

岩手県下閉伊郡田野畑村平井賀，宮古市日

ノ出島，宮古層群平井賀累層，白亜紀前期

(Aptian後期) (中生代サメ化石研究グルー

プ， 1977)。

北海道三笠市幾春別桂沢ダム下，中部エゾ

層群， 白亜紀後期(Cenomanian) (同，

1977)。

31. ？O‘o"jzzSP応sp・

大阪府泉南市畦ノ谷，泉佐野市滝ノ池，和

泉層群畦ノ谷層， 白亜紀後期(Campanian後

紀～Maastrichtian)(西本。両角, 1979)。

32. ScEZpα"0？""c"〃s '伽，"わ"加

北海道三笠市幾春別盤ノ沢, AcIz"肋0"?tzs

帯またはZ》電ひ""Jb'"JO6α帯， 白亜紀後期

(Cenomaniam) (Yabe, 1902)。

同唐松，白亜紀後期（上野， 1972)。

福島県いわき市玉山，双葉層群玉山層， 白

亜紀後期(Yabe｡Obata, 1930)。

愛媛県宇和島市古城山， 白亜紀後期(San-

tonian)[Katto(1978)によるO泥c〃”γfS"cf.

”〃”成鱈〕

33Sαゆα"0"W"c"z,鱈メ“z"2鱈

大阪府貝塚市蕎原，泉佐野市新池，和泉層

群畦ノ谷層，白亜紀後期(Campanian後期

~Maastrichtian)(西本。両角, 1979)。

34.S"""0"""c〃"S Sp.

大阪府泉南市畦ノ谷？，和泉層群畦ノ谷層，

白亜紀後期(Campanian後期～Maastrichtian)

（同， 1979)。

岩手県下閉伊郡田野畑村ハイペおよび平井

賀,宮古層群平井賀累層，白亜紀前期(Aptian

後期）（中生代サメ化石研究グループ，

1977)。

35．A"owzoiodb"sp・ 1

岩手県下閉伊郡田野畑村羅賀，宮古層群明

戸累層， 白亜紀前期(Albian前期) (同，

1977)。

36.A"ow@0jp"o"sp. 2

岩手県下閉伊郡田野畑村羅賀および平井賀，

宮古市日ノ出島，宮古層群平井賀累層， 白亜

紀前期(Aptian後期) (同, 1977)。

37.A"owz0如伽〃sp. 3

香川県大川郡長尾町兼割，和泉層群， 白亜
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45．所属不明の椎骨

北海道留萌郡小平町達布？，白亜紀後期(中

生代サメ化石研究グループ， 1977)。

北海道三笠市幾春別川上流，上部エゾ層群，

白亜紀後期(Santonian)(同, 1977)｡

北海道夕張市鹿島滝ノ沢,中部エゾ層群(中

川層)，白亜紀後期(Cenomanian～Turonian)

（未発表)。

ザメ科のSαゆα"07hy"c"z鱈とA"o加o的dりれ，クレ

トキシリナ科の？C"j“y池加α・C形勿敗加“・

職αz〃"'""α，オナガザメ科の？Rz，ゆれ0"ZOわ""，

ネズミザメ科の釦“耽り?”がある。

（8） これらの発見により， 日本列島の中・古

生代の古魚類相が明らかにされ，新生代と現在

の軟骨魚類相の研究を追加して，わが国におけ

る軟骨魚類相の変遷を解明する大きな見通しが

切り開かれた。同時に，わが国においても軟骨

魚類の進化系統をヒポダス類の段階までたどる

ことができ， とくに日本近海に現生する古代鮫

の遺存種であるギンザメ類・ラブカ・カグラザ

メ類・ネコザメ類。 ミツクリザメの研究と総合

することによって，軟骨魚類の進化の研究に貢

献できる展望が切り拓かれたといえよう。

4． まとめ

日本産中・古生代の化石軟骨魚類について，

その分類。産地・時代を総括した結果，次の点

が指摘できる。

（1） 日本産中。古生代の化石軟骨魚類は， 2

亜綱7目13科23属43種（亜種を含む）に分類さ

れる。そのうち，板鰡類は3上目5目11科19属

38種，全頭類は2目2科4．属5種である。

（2）その産出時代は，古生代ペルム紀中期か

ら中生代白亜紀末におよぶ。ペルム紀のものは

2目2科4属5種， トリアス紀のものは1目1

科2属2種，ジュラ紀のものは1目1科2属3

種白亜紀のものは5目11科16属32種である。

（3） ペルム紀のものには，エデスタス目へリ

コプリオン科のHを"c""o〃とHな"αz"@Z)0(ﾒ"S)鈍

歯目ペタロダス科の彫"ん‘〃sと4YVE"ghzjO-

ぬ崎"がある。

（4） トリアス紀のものには， ヒポダス目ヒポ

ダス科.の鋤6｡“とAc"cj"s,所属不明の皮歯
がある。

（5） ジュラ紀のものには， ヒポダス目ヒボダ

ス科の鋤加d"sとAs花畑“伽勉zfsがある。

（6） 白亜紀前期のものには， ヒポダス目ヒポ

ダス科の？Sy""A0成熔， カグラザメ目カグラザ

メ科の？H“z"chz4s,ネコザメ目プチコダス科の

碓彫’”秒c"od"s, ネズミザメ目ミズワニ科の

O"""ゆだ， ミツクリザメ科のSα功α"07hy"c"zfs

とA"o"0"fib", クレトキシリナ科のP"“加一

〃"犯αがある。

（7） 白亜紀後期のものには， ヒボダス目ヒボ

ダス科の』ん'たわdb", カグラザメ目カグラザメ

科のHと邦α"c""s,エドァブラザメ科の

Ⅳb"上加"db",ノコギリザメ目ノコギリザメ科の

乃哲s"”加γZMS, ネコザメ目プチコダス科の

ayc"odzfs, ネズミザメ目オルタコダス科の

O'肋α“ぬ崎， ミズワニ科のOfib"tzSbis, ミツクリ
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AReviewontheFossil Chondrichthyesof theMesozoicandPaleozoicofJapan

MasatoshiGotoandNaoyukiKuga

(Abstract)

Thisreport is a taxonomical andbiostratigraphical reviewofthefossil chondrichthyes of

theMesozoicandPaleozoicofJapan. Theresultsweresummarizedas follows:

1)TheMesozoicandPaleozoicchondrichthyesof Japanareprovisionaly classified into

twenty.threegeneraandforty-threespecies(Tablel)． Of these, nineteengeneraandthirty

eight speciesbelongtoSUbClassElasmobranchii, andfourgeneraandfivespeciesbelongto

SubclassHolocephali.

2)Thegeological ageof these fossils ranges fromthemiddlePermian to theend of

Cretaceous. Fourgenera,Hな"bq"b","2""""od"S,""jOfjifs> @TVE"ghzIocj"S'', areknownfrom

thePermian. Twogenera,野加dz@sandAc7odzfs, areknownfromtheTriassic. Twogenera,

鋤加成fsandAs"7tz""娩"S, areknownfromtheJurassic. Sevengenera， PSy"ec〃”"S， ？

HZA"〃鋤況S, H2"?1"""o"s> Odb"hzSPis) Sczz"7zo7ky"c"ziS, A720"z0iodb"and〃『αz勿勿"邦必are
from the lower Cretaceous. Fourteen genera, jんγfs/of"", HZxzz"c""s, "o"dz"0伽邦，

乃癒"り'加施Zs，段yc〃0.”O'池z“成fs， Oぬれ砿'iS,a"α"0""c"zfS, A"o"2Oわゐ"， ？C穆I"W""",

C池加〃”“〃”わね"z〃α, Rz7泣犯ol"o/odO" and Sり2"z"co1tzx5 are known from the upper
Cretaceous

Fossil ClubBulletin,Vol. 14, 47-53(1982)
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